
410 新潟医学会雑誌 第109巻 第 8号 平成 7年 8月

高いと思われるような疾患についてはなおさら,臨床特

徴を適正に評価 した上で,できるだけ類似した対象につ

いて検討 しないと,追試として妥当性を欠くことをこなろ

ラ.今のところ Cys311と分裂病の閑適は否定的では

あるが,軽症分裂病を主に対象とした追試が更に必要と

思われる.
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【はじめに】精神分裂病C')原因のひとつに過伝因が存

在することは明らかである.分裂病の成閃論におし､て ト ー

パミソ (DA)系の異常は最も注目されてきた仮説のひ

の特性が解明されてきた.多 くの杭輪押病薬は DAD2

受容体をこ結合 しその薬理作用を発現していると貰われて

いる.ところが clozapilleは 【)A_D4受容体に対する

親和性が DAD2受容体iこ対するそれより10倍高く軒 こ.

D2antagonistである haloperidolに反応 しない分･A

病患者に対してもその有効性が確認されている.また,

精神分裂病患者の線条体には D4受容体が増加 してい

るという報告がある.これらの事実から.DAl)4受容

体は精神分裂病の候補遺伝子であると考えr)れる.

DAI)4受容体遺伝子は第11番染色体の単腕に位置 し,

3つの Intronと4つの exonかrったっており.翻訳

領域である第3ex(111に多型が存在することが発見さ

れた.この部分は細胞内第3′し-プiこ相当する部分であ

り,48塩基対を1単位とする繰 り返 し構造があり,この

繰り返 し回数が2から10回まで存在し,特定条件下での

clozapineに対する親和性が異なっていることも報告さ

れた.さらにこの繰i)返 し単位は19種板あり.合計25種

類の haplotypeがあり､丁ミノ酸配列の異なる18種類

もの DAD4受容体が存在 していると言われている.

今回我々は,DAD4受容体の長さの多型と分裂病の

関連iこついて検討 してふたので,ここに報告する.

【対象と方法】患者は DSM-Ⅲ-Rで精神分裂病と診

断された15から70歳までの70名,対照群は22歳かr)43歳

までの大学職員と学生76名である.静脈より全血を採取

し.7:r_ノーJL法により DNA を抽出し.PCR 法を用

いて DAD竣受容体の繰 り返 し配列部分の長の多型に付

いて分析 した.

監結果】D4受容体多型における対立遺伝子と,遺伝

子型の出現頻度について, 2回から6回までの繰 り返 し

回数を持つ対立遺伝子が同意され 4回の繰り返 しを持

つ対立遺伝子が分裂病群,対照群ともに最も出現頻度が

高かった.各々の対立遺伝子および遺伝子型の出現頻度

を分裂病群と対照群で比較 してみると,分裂病全体で解

析すると両群間では有意な差は認められなかった.次に,

遺伝魚閑の有無,発症年齢の高低,塵症慶の遠いで分裂

病群を各々2分し 対照群と比較 してあたが,やはり有

意な差は得られなかった.奪回の嫁菜から,DAD4受

容体遺伝子と分裂病の関連性は否定的であった.

10~)50代 うつ病 女~性の CoupleRor･sctlaCh

一月国別反応 との対比 とその治療的可能性-
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娘の結婚を契塵に55歳で発症 し 病後が遷延化 してい

るうつ病女性例とその束に個人ロールシャツ-をおこな

し､.一週間後に夫婦合同の C()upleR(1Ⅰ-SChaellを施行

して,束婦それぞれのパ-ソナリティを特徴と夫婦間の

コミ還ニケ-ショソ様式を分析 した.

個人【-ー′しシャ･リ′＼では.患 者 は 情緒性豊な感覚 ･直

感優位の人格構造を示 し 束は情緒的な共感性に乏 しく

形式的 ･論理的側面を重視する傾向を示した.個人反応

で認められたふたりの人格特徴は対照的であったが,互

いに補い合う構造を示していた.

CoupleRorsehachでは9個CI')含意反応が得L､〕れ

個人反応と(p')対比では‥軽､者の提示反応によるもし')が2,

夫の提示反応によるものが4.折衷的加丁二が左されたも

には夫の提示反応が採用さItるこ上が多く.夫婦間では

患者が某をこ同調するコミュニケ-ショソ様式が示された.

しかしその過程では,お互し､の特徴を確認 し合う動きし上

それぞれの持っている資源を共に出し合う方向-の変化

チ-ショソを深める媒体として働いたものと思われた.

寒症例は美と人格構造が好対照をなしており,日常生

活レベルでの美婦の心理的な結合力の弱きに基づく患者

の心理的孤立が,発症と病像の遷延化に関与 していると

考えられたが,話し合いの車で合致点を見いだしてゆく

体験が,孤独感を募らせていた患者にとって,夫の存在


